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【背景及び目的】

平 成 22年 に 長 野 県 で 初 め て ニ ホ ン ミ ツ バ チ （ 以 下 、「 和 蜂 」 と す

る ） の ア カ リ ン ダ ニ 症 （ 以 下 、「 本 症 」 と す る ） の 発 生 が 報 告 さ れ

て 以 降 、 本 症 の 発 生 は 年 々 増 え て お り 、 令 和 2年 に は 66例 、 40都 道

府県での発生が報告されている（表 1）。

本県ではこれまで本症の発生報告 はなく、平成 31年 に 実 施した当

所管内における浸潤状況調査におい ても、感染事例は確認できなか

った。

今回、蜂群の崩壊や弱体化が問題 となり、相談を受けた農家に対

し、立入調査による状況の確認及び 本症の浸潤状況を再調査するこ

ととした。

【材料及び方法】

① 蜂 群 の 崩 壊 や 弱 体 化 の 相 談 を 受 け た 2戸 （ A、 B） の 養 蜂 農 家 よ

り、聞き取り調査を実施するととも に、巣箱周辺で弱っていたり死

んでいた個体（ A： 20匹 、 B： 21匹 ）を 採取した（図 1）。

② A、 B農 家 の 周 辺 農 家 4戸 に つ い て も 、 聞 き 取 り 及 び 個 体 の 採 取

を実施した。

③ 6農 家 よ り 採 取 し た 個 体 を 冷 凍 保 存 後 解 剖 し 、 摘 出 し た 気 管 へ

のアカリンダニの感染状況を顕微鏡下で観察した（図 2）。

④立入農家に対しては、検査結果をもとに指導を実施した。

⑤本症の浸潤状況について、県内 養蜂農家あて周知文を作成し配

布による注意喚起を実施した。

【聞き取り及び検査結果】

農家 A、 Bの 聞 き取り調査では、いず れも蜂群の崩壊や弱体化が問

題となっており、農家 Bで は 下痢も見 られた。周辺農家 4戸 に ついて

も蜂群の弱体化が確認できた。

農家 A及 び Bの 検 体において、気管の 変色及びアカリンダニ成虫・

虫卵の感染を確認した。農家 Aは 、 検 体数 20匹 の う ち 1匹 で 感染を確

認し、感染率は 5％ 、 農家 Bは 、 検体数 21匹 の う ち 20匹 で 感 染を確認

し 、 感 染 率 は 95 . 2％ だ っ た 。 残 り の 4戸 に つ い て は 、 採 取 し た 蜂 か

らはアカリンダニの感染は確認できなかった。

農家 Bで は 特に感染率が高く、 1匹 の 蜂に感染するダニの数も多く

みられた（図 3、 表 2）。

【発生報告】

今 回 の 結 果 に 対 し 、 家 畜 伝 染 病 予 防 法 第 4条 の 規 定 に 基 づ き 届 出

伝染病の発生（真症）を県内で初めて報告した。



これまでに報告されていた 40都 道府 県以外に、令和 3年 1月 か ら 10

月 ま で に、本県と山形県が報告した ことにより、全国で 42都 道府 県

の発生報告となり、さらに全国的に 感染が拡大していることがわか

った。

【農家指導】

検査結果を各農家に文書で通知す るとともに衛生管理及び飼養管

理、今後の対策等について指導を実施した。

指導内容については、感染拡大を 防ぐため、アカリンダニに感染

した蜂群からの分蜂や巣箱の移動、 他人への譲渡はやめること。和

蜂がいなくなった巣箱は、廃棄もし くは洗浄・乾燥・火炎消毒等を

数回繰り返し、次年の分蜂で新しい 和蜂を入れるようすること。ま

た、海外の論文において、セイヨウ ミツバチに効果が認められたと

いう報告があることから、ショート ニングと砂糖を 1： 1の 割 合で混

ぜたものを与えてみること勧め、よ く経過観察しておくよう指導し

た。

今 回 、 感 染 を 確 認 で き な か っ た 4農 家 に 対 し て も 、 蜂 の 様 子 を よ

く観察しておくよう指導した。

【周知分の作成・配布】

県内での感染確認の結果及び農家 への指導内容を含めた文書を作

成し、県内養蜂農家（セイヨウミツ バチ、和蜂農家）への注意喚起

を行い、異常が認められた際にはた だちに家畜保健衛生所に相談す

るよう指導を実施した（図 4）。

【まとめ及び考察】

今 回 の 調 査 で 、 県 内 で 初 め て 、 2戸 の 農 家 で ア カ リ ン ダ ニ 症 が 確

認 さ れ た （ 1、 2例 目 ）。 ま た 、 昨 年 12月 に は 、 紀 北 管 内 で の 発 生 も

報 告 （ 3例 目 ） さ れ 、 す で に 本 症 が 、 県 内 全 域 に 浸 潤 し て い る 可 能

性が考えられた。今後も引き続き、 管内での本症の浸潤状況調査を

実施し、県内における感染状況を確 認していくとともに、本症のま

ん延を防止し、清浄県とすべく和蜂 農家に対する指導を続け、県内

養蜂農家における衛生意識の向上を目指す。
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表１ 国内アカリンダニ症発生数＞
（件）

（年）

図１ 巣箱・個体採取
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図２ ミツバチの解剖手順
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図３ アカリンダニ成虫及び虫卵（鏡検画像）

成虫

農家 症状 検体数
（匹）

陽性数
（匹）

感染率
（％）

A 蜂群の崩壊 ２０ １ ５

B
蜂群の崩壊
下痢

２１ ２０ ９５

C 蜂群の弱体化 １０ ０ ０

D 蜂群の弱体化 ２６ ０ ０

E 蜂群の弱体化 ２１ ０ ０

F 蜂群の弱体化 ９ ０ ０

表２ 聞き取り及び検査結果

図４ 養蜂農家への周知文


